
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホームページをご覧ください 日本共産党豊田市議団 

毎
月
３
日
に
ス
タ
ン
デ

ィ
ン
グ
行
動
を
お
こ
な
っ

て
い
る
豊
田
革
新
懇
が
３

月
３
日
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
略
に
抗
議
の
ス

タ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
街
頭
宣

伝
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

プ
ラ
カ
ー
ド
を
持
ち
寄

り
、
通
行
す
る
人
々
に
「
核

に
よ
る
威
嚇
は
止
め
よ
」

「
戦
争
反
対
」
と
訴
え
、

日
本
共
産
党
の
根
本
み
は

る
市
議
も
参
加
し
ま
し

た
。 

唯
一
の
国
と
し
て
、
日
本
の
（
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
）参
加
は
重
要
で
す
。

日
本
の
市
民
社
会
の
み
な
さ
ん
と

日
本
政
府
の
参
加
を
期
待
す
る
」

と
強
調
し
ま
し
た
。
６
８
年
前
の

ビ
キ
ニ
環
礁
で
の
ア
メ
リ
カ
の
核

実
験
に
つ
い
て
、
今
日
ま
で
正
式

の
謝
罪
や
補
償
が
さ
れ
て
い
な
い

事
実
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
現
瞬

間
の
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

略
、
特
に
核
兵
器
の
脅
し
に
心
か

ら
の
怒
り
と
抗
議
の
声
を
上
げ
た

い
と
感
じ
ま
し
た
。 

 

豊
田
・
み
よ
し
原
水
協
は
、
こ

れ
ま
で
豊
田
市
駅
デ
ッ
キ
で
１
２

回
の
「
日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止

条
約
へ
の
署
名
・
批
准
を
求
め
る
」

の
署
名
行
動
を
行
い
、
参
加
者
は

の
べ
１
２
０
人
、
署
名
は
２
０
０

筆
を
集
め
て
い
ま
す
。 

  

３
月
１
日
、
豊
田
み
よ
し
原
水

爆
禁
止
協
議
会
は
、
焼
津
市
で
開

催
さ
れ
た
「
２
０
２
２
年
３
・
１

ビ
キ
ニ
デ
ー
集
会
」
の
オ
ン
ラ
イ

ン
豊
田
集
会
を
共
産
党
事
務
所

で
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
原
水

協
の
三
役
と
足
助
地
区
、
猿
投
地

区
の
方
を
含
め
て
５
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
来
賓
と
し
て
あ
い
さ

つ
さ
れ
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ア

レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
ク
メ
ン
ト
大
使

（
核
兵
器
禁
止
条
約
第
１
回
締

約
国
会
議
議
長
）
は
「
戦
争
に
お

け
る
核
兵
器
使
用
を
経
験
し
た

 

 

 

豊田市議会は、3月８日の本会議で、ロシアによるウクライ

ナの侵略を非難する決議を全会一致で採択しました。以下

は決議文です。 

 令和４年 2 月 21 日、プーチン・ロシア大統領は、ウクライ

ナの一部である「ドネツク人民共和国」及び「ルハンスク人民

共和国」の独立を一方的に承認する大統領令に署名し、同月 24

日、ロシアはウクライナへの侵略を開始した。 

このようなロシアの行為は、ウクライナの主権及び領土の一

体性を侵害し、武力行使を禁ずる国際法に違反するものであり、

国連憲章に反する重大な行為であるため、断じて許容できるも

のではない。この事態は欧州にとどまらず、アジアを含む国際

社会の秩序の根幹を揺るがす重大な事態であり、豊田市議会は、

ロシアによるウクライナ侵略を強く非難するとともに、ロシア

に対し、即時に攻撃を停止し、ウクライナからロシア軍を完全

撤退するよう強く求める。 

 政府に対しては、邦人の安全確保に全力を尽くすとともに、

国際社会と連携して制裁措置を含む迅速かつ厳格な対応をおこ

なうとともに、あらゆる外交ルートを駆使し、ウクライナを含

む国際社会の平和を取り戻すことを強く求める。 

ま
た
、
豊
田
革
新
懇
は
、
ロ
シ
ア

に
よ
る
攻
撃
が
始
ま
っ
て
す
ぐ
に
、

ロ
シ
ア
大
使
館
に
抗
議
の
フ
ァ
ッ

ク
ス
を
送
り
ま
し
た
。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本共産党豊田市議団へのメールは、ホームページからお送りください 

 

表
・
本
多
弘
司
）
は
連
名
で
、
愛
知

県
豊
田
加
茂
建
設
事
務
所
に
複
数

回
、
要
望
書
を
提
出
し
対
応
を
依
頼

し
て
き
ま
し
た
。 

 

昨
年
３
月
に
竜
神
町
内
の
一
部
を

先
に
直
し
て
い
た
だ
き
、
今
年
２
月

下
旬
に
は
、
し
ゅ
う
さ
ん
公
園
ま
で 

改
修
を
進
め 

て
い
た
だ
き 

ま
し
た
（
写 

真
）
。
県
の
対 

応
に
感
謝
い 

た
し
ま
す
。
南 

側
の
大
林
町 

側
溝
改
修
と 

竜
神
町
地
先 

の
歩
道
整
備 

も
、
引
き
続
き 

要
望
し
て
い 

き
た
い
と
思 

い
ま
す
。 

 

地
域
の
要 

望
や
生
活
相 

談
は
、
左
下
の 

連
絡
先
に
お 

寄
せ
く
だ
さ 

い
。
（
本
多
の 

ぶ
ひ
ろ
） 

 

近
所
の
方
か
ら
２
０
１
８
年
に
、

県
道
の
側
溝
ふ
た
上
を
車
が
通
る
と

ガ
タ
ガ
タ
と
音
が
う
る
さ
い
、
と
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
で
要
望
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。 

 

日
本
共
産
党
豊
田
市
委
員
会
と
、

住
み
よ
い
豊
田
を
創
る
会
（
共
同
代

日
本
国
民
救
援
会
の
豊
田
み
よ
し

支
部
大
会
が
２
月
２
７
日
、
豊
田
市

内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

前
半
は
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
過

労
・
パ
ワ
ハ
ラ
自
死
事
件
に
つ
い
て

和
解
が
成
立
し
た
報
告
会
（
写
真
）。

１
２
年
か
け
て
、
被
災
者
へ
の
過
労

や
パ
ワ
ハ
ラ
を
立
証
し
て
い
っ
た
経

過
が
、
梅
村
浩
司
弁
護
士
（
け
や
き

通
り
法
律
事
務
所
。
豊
田
市
若
宮
町
）

か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
の

労
災
認
定
裁
判
の
勝
利
と
、
損
害
賠

償
請
求
裁
判
の
和
解
は
、「
パ
ワ
ハ
ラ 

を
無
く
す
上
で
、
極
め
て
大
き
な
社

会
的
影
響
が
あ
る
」
と
の
評
価
で
し

た
。 

 

ご
遺
族
の
原
告
も
参
加
さ
れ
、
支

援
す
る
会
と
国
民
救
援
会
へ
の
謝
意

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
原
告
か
ら
、

「
豊
田
章
男
社
長
か
ら
心
か
ら
の
謝

罪
が
あ
っ
た
。
パ
ワ
ハ
ラ
が
あ
っ
た

こ
と
も
明
ら
か
と
な
り
、
会
社
の
隠

ぺ
い
体
質
を
無
く
し
て
い
く
こ
と
も

課
題
と
言
っ
て
く
れ
た
。」
と
の
報
告

も
あ
り
ま
し
た
。 

 

後
半
は
、
今
年
度
の
活
動
報
告
、

来
年
度
の
活
動
計
画
や
役
員
の
提
案

が
あ
り
、
了
承
さ
れ
ま
し
た
。 

ト
ヨ
タ
労
災
認
定
裁
判
の
勝
利
報
告 

 
 
 
 
 
 

 
 

国
民
救
援
会
豊
田
み
よ
し
支
部
大
会 

日本共産党の街頭演説会ご案内 

３月１９日(土)午後２時～ 

名古屋市の栄オアシス 21前 
 

 弁士は 

 市田忠義 

  副委員長 
  すやま初美さん 

  たけだ良介さんも 

 

 当日は YouTubeで 

ライブ配信もあります。 

ぜひ視聴してください。 

 日本共産党愛知県委員会のホームページから視聴

画面に入ることができます。 

 党豊田市委員会の事務所でも視聴会を行います。 

 住所は豊田市日之出町 1－6－6 

 電話番号は 0565-34-4772 

後半は救援会の支部大会で、１年間の活動報告や

新年度の活動方針を 

 

 

 

 

 

▼本多のぶひろ 


